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年 頭 の ご 挨 拶

公益社団法人 瀬戸旭法人会

会　長　水　野　和　郎

　瀬戸旭法人会の会員の皆様、明けまして

おめでとうございます。旧年中は法人会の

活動にご支援ご協力を賜り誠に有難うござ

いました。

　昨年は、５月に元号が令和へと変わり、

10月には“即位礼正殿の儀”が行われ、天

皇陛下が自らの即位を国内外に宣明されま

した。また、ラグビーワールドカップが初

めて日本で開催され、「ONE  TEAM」が流

行語大賞になるなど、日本チームの活躍に

感動を与えられました。

　さらに、小惑星探査機「はやぶさ２」が

地球から約26億キロも離れた小惑星「リュ

ウグウ」において、地球の生命誕生を解き

明かすための貴重な資料の採取に成功を収

めた模様であるとの報道がされるなど、明

るい話題も数多くありました。

　反面、地球温暖化の影響は現実のものと

なり、９月の台風15号、10月の大雨などで

関東甲信越、東北地方には甚大な被害が出

ました。特に千葉県は台風と大雨に見舞わ

れ、大規模な停電が起こり復旧に多くの時

間を要しています。また、10月には沖縄の

シンボルである首里城が火災で消失しまし

た。

　さらに11月末には、「政界の風見鶏」と

呼ばれ、国鉄、電電公社等の民営化を達成

した中曽根元首相が亡くなられました。

　海外に目を向けますと、米中貿易摩擦の

長期化が世界経済にも影響を与え、我が国

においても景気の先行きに減速懸念が強

まっています。

　少子高齢化のわが国にあっては、地方に

おいて人口や企業数の減少が進行し、私ど

もの金融業界でも低金利の長期化により経

営環境は厳しい状況におかれています。

　10月には消費税が10％となり、飲食料品

を対象とした軽減税率制度が始まりまし

た。

　中小企業の集まりである法人会では、企

業の活性化に向けた税制の在り方を全国法

人会総連合が「令和２年度税制改正に関す

る提言」として取りまとめ、当法人会では

11月に国会議員、瀬戸市、尾張旭市の両市

長その他の機関に対し提言活動を行いまし

た。

　この中で、「大廃業時代到来」とも言わ

れています団塊の世代である事業経営者

が、退任時期を迎える2025年に向けて「事

業承継税制」のさらなる改正を提言しまし

た。

　今年はオリンピックの年です。海外から

多くの方を迎え、数々の競技に感動し記憶

に残る年となると思われます。

　本年が会員の皆様にとりまして、良い年

となりますようご祈念申し上げます。
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年 頭 の 御 挨 拶

名古屋国税局　課税第二部長

北　川　昌　弘

　令和二年の年頭に当たり、公益社団法人瀬

戸旭法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申

し上げます。

　会員の皆様には、平素から税務行政につき

まして深い御理解と格別の御協力を賜り、厚

く御礼申し上げます。

　昨年より、新たな「令和」の時代が始まり

ました。

　新しく迎える年が「令和」の出典である万

葉集の締めの句「新しき年の初（始）めの初

春の今日降る雪のいや重（し）け吉事」のよ

うに、良い事が積もり、会員の皆様にとって

希望の多い充実した年となりますことを祈念

いたしますとともに、貴法人会が引き続き魅

力ある事業活動を展開され、会員企業と地域

社会の発展に一層の貢献をされますことを御

期待申し上げます。

　さて、近年、経済社会のＩＣＴ化やグロー

バル化の進展を背景とした取引形態や決済手

段の多様化など、税務行政を取り巻く環境は

大きく変化し、その変化は加速しておりま

す。

　このような状況の下、「納税者の自発的な

納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」

という私どもに課せられた使命を果たすため

には、納税者の皆様へのサービスを充実させ

るとともに、納税者の皆様が自発的に納税義

務を履行していただけるよう税務コンプライ

アンスの向上に取り組む必要があると考えて

おります。

　貴法人会において作成されております「自

主点検チェックシート」及び「自主点検ガイ

ドブック」は、納税者全体の税務コンプライ

アンスの維持・向上に資するものであり、国

税庁の使命にも合致することから、更なる普

及に向けて後押しをさせていただくこととし

ておりますので、今後も積極的な取組をお願

いいたします。

　また、昨年10月から消費税率の引上げと同

時に、消費税の軽減税率制度が実施されまし

た。

　軽減税率制度の円滑な導入に向けて、法人

会の皆様方の御協力を賜りながら制度の周

知・広報の取組を推進してきたところであ

り、この場をお借りして厚く御礼申し上げま

す。

　今後とも、制度の定着に向けアンテナを高

くして取り組んでいくこととしておりますの

で、更なるお力添えを賜りますようお願い申

し上げます。

　さらに、社会保障・税番号（マイナン

バー）制度につきましては、同制度の更なる

定着に向けて、e-Taxの利用促進と併せたマ

イナンバーカードの取得促進や法人番号の社

会的インフラとしての利活用についての周

知・広報にも取り組んでまいります。

　これらの取組を進めていくためには、法人

会の皆様のお力添えが不可欠であると考えて

おり、国税当局といたしましては、今後も法

人会の皆様との連絡・協調を密にしながら適

切な対応に努めてまいりますので、一層の御

理解と御協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。

　結びに当たりまして、公益社団法人瀬戸旭

法人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健

勝並びに事業のますますの御繁栄を祈念いた

しまして、年頭の御挨拶とさせていただきま

す。
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年 頭 の 御 挨 拶

尾張瀬戸税務署長

足　立　直　行

　令和二年の年頭に当たり、謹んで新年の

お慶びを申し上げます。

　公益社団法人瀬戸旭法人会の皆様には、

日頃から税務行政に対しまして、格別の御

理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。

　昨年７月に着任してから半年が経ちます

が、水野会長をはじめ役員並びに会員の皆

様にお会いする度に貴重な御意見をいただ

くとともに、法人会活動に積極的に取り組

まれる皆様の姿を拝見してまいりました。

　振り返りますと、「れんらく帳」の配布、

「税金ウルトラクイズ」「税金大声コンテス

ト」「熱気球搭乗体験」の開催、「租税教

室」への講師派遣、更に本年から「税に関

する絵はがきコンクール」を実施されるな

ど、様々な租税教育活動を通じて納税意識

の高揚を図られてきました。また、「手縫

いぞうきん」の寄贈をはじめとする公益社

団法人として公益性の高い地域貢献活動を

会を挙げて取り組まれる姿勢は、誠に心強

いものであります。

　さて、最近の税務行政を取り巻く環境

は、経済活動の国際化・高度情報化の進展

により大きく変化しております。

　また、昨年10月から消費税率の10％引き

上げと同時に、消費税の軽減税率制度が実

施されました。

　この軽減税率制度については、これまで

も円滑な制度の導入に向けて、貴法人会の

御協力もいただきながら、周知・広報活動

や説明会の開催等を行ってきたところです

が、今後も引き続き、制度の着実な定着に

向けて取り組んでいくこととしておりま

す。

　このような状況の中、国税当局といたし

ましては、「納税者の自発的な納税義務の履

行を適正かつ円滑に実現する｣という国税庁

の使命を果たしていくため、中長期的に目

指すべき将来像を取りまとめ公表し、様々

な取組を行っております。

　具体的には、e-Taxの推進等での税務手続

のデジタル化による納税者の利便性の向上

と、外部機関との連携強化などによる事務

運営の最適化を通じて税務行政のスマート

化に取り組んでいるところです。

　間もなく始まります令和元年分の所得税

等の確定申告におきましても、ぜひ、国税

庁ホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」やe-Taxを御利用していただき、早期

提出と期限内納付をお願いいたします。

　本年は、東京オリンピックが開催され、

国内全体に明るく活気ある年になることを

願っています。会員企業の皆様にとりまし

ても希望に満ちた充実した年となりますこ

とを祈念いたしますとともに、貴法人会が

引き続き魅力ある事業活動を展開され会員

企業と地域社会の発展に一層の貢献をされ

ますことを御期待申し上げます。

　結びに当たりまして、貴法人会のますま

すの御発展と、会員の皆様の御健勝並びに

事業の御繁栄を祈念いたしますとともに、

よき一年となりますようお祈り申し上げ、

年頭の御挨拶とさせていただきます。
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R1.8.19　決 算 期 別 説 明 会
　　　　　 瀬戸商工会議所　　出席者14名

R1.11.18　決 算 期 別 説 明 会
　　　　　  瀬戸商工会議所　　出席者12名

R1.9.4　第２回理事会・４部会合同研修会（女性部、青年部、ビジネス交流部、調査部）・署長講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 瀬戸商工会議所　　出席者73名

R1.10.3　第36回法人会全国大会　津市にて　　出席者４名

今年は岩手県で開催

R1.9.18、19、26　消 費 税 研 修 会 瀬戸市文化センター・スカイワードあさひ
出席者183名　外一般12名
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R1.9.12　瀬戸物まつりに出展

R1.12.17　第２回組織委員会・厚生委員会　　　瀬戸商工会議所　　出席者40名

R1.12.3　県連　令和元年度法人会運営研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者３名

R1.9.24　第１回組織委員会・厚生委員会　　　瀬戸商工会議所　　出席者29名

R1.11.13　県連 令和元年度 税制講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者３名
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令和２年度　税制改正に関する提言

R1.11.26　瀬戸市長　伊藤　保德 氏 R1.11.26　瀬戸市議会議長　長江　公夫 氏

R1.11.14　尾張旭市長　森　和実 氏 R1.11.14　尾張旭市議会議長　若杉　たかし 氏

R1.11.25　衆議院議員　鈴木　じゅんじ 氏

R1.8.3　うちわの配布
（本地ヶ原連合自治会日立
ターミナルソリューションズ
盆踊り大会）ほか

R1.11.7～9　全国青年の集い「大分大会」　出席者５名
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R1.11.10 「税金ウルトラクイズ」＆「税金大声コンテスト」＆「熱気球体験」
　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸市立幡山東小学校　　出席者・見学者　約150名

　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸焼そばを出店し、皆様に大変好評でした。

R1.8.23　ビ ジ ネ ス 交 流 部 会 例 会
　　　　　　　　瀬戸商工会議所　　出席者８名

　　　「職場での歩み」　尾張瀬戸税務署
　　　 法人課税第一部門統括官　黒田　誠司 氏

R1.11.27　大 規 模 法 人 研 修 会
ウインクあいち　　出席者５名　外一般１名

R1.11.15　陶商部会企業施設見学会　　デンソー高棚工場見学　出席者10名

自動車関係のメーターを製造しており、約4,000名の
方が働いているとのことです。昼食後、竹島水族館
を見学しました。
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R1.11.21　県女性部会連絡協議会情報交換会
　　　　　　ホテルキャッスルプラザ　　出席者２名

R1.12.5　署長との座談会
瀬戸商工会議所　　出席者15名

R1.12.11　手 縫 い ぞ う き ん 寄 贈

瀬戸市役所　福祉課　600枚寄贈 ノベルティ・こども創造館　200枚寄贈尾張旭市役所　福祉課　400枚寄贈

R1.７月から11月 「税に関する絵はがきコンクール」
　　　　　　第一次審査：R1.9.10　　最終審査：R1.10.23

　　　　　　展示：パルティせと、瀬戸市役所、尾張旭市役所にて

　　　　　　表彰：瀬戸市立長根小学校、尾張旭市立瑞鳳小学校 他

R1.10.23　幡山西・幡山東支部合同税務研修会
　　　　　　　　　瀬戸商工会議所　　出席者14名

　　　　「自主点検チェックシートの活用について」
　　　　　尾張瀬戸税務署　法人課税第一部門統括官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田　誠司 氏

今回も、瀬戸市、尾張旭市に1,200枚を寄贈し、28回目となりました。

R1.10.17　女性部会企業施設見学会
　　　　 矢作ダム見学 他　　出席者28名
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R1.11.19　道泉・瀬戸東支部企業施設見学会　　出席者17名

　　明宝ハム工場見学　　新工場でのハムの製造。社員の方が若いのに驚きました。

R1.10.28　長根・陶原・水南支部企業施設見学会　　出席者15名

　　飛騨海洋科学研究所見学　　内陸での養殖事業に皆さんの関心も高まりました。

R1.11.23　品野・水北・東明支部企業施設見学会　　出席者22名

　　神宮徴古館見学　　20年に一度の遷宮の際に奉納された数々の品を見学。
　　当日は、天皇皇后両陛下が伊勢神宮内宮へ即位を奉告されました。
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「税の役割と税務署の仕事」をテーマに

　　　　税を考える週間（11月11日～17日）展開
今年度も、尾張瀬戸税務連絡協議会の各団体が参加して多くの行事が開催されました。

晴れの受賞おめでとうございます
令和元年度納税表彰

尾張瀬戸税務推進協議会長表彰

　多年にわたり、国税及び地方税の適正な申告に貢献されました。

大 澤　健 一

理事

青年部会顧問

瀬戸チップ工業㈱

尾張瀬戸税務署長表彰

　多年にわたり、申告納税制度の普及・発展に貢献されました。

伊勢谷　努

理事

水南支部長

聖新陶芸㈱

坂 元　生 嗣

監事

㈲坂元機械製作所

清 水　伸 裕

常任理事

幡山西支部長

信和建設㈱
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納　税　表　彰　式
令和元年11月13日（水）瀬戸蔵において納税功労者に賞状が手渡されました。

尾張瀬戸税務署長表彰

尾張瀬戸税務推進協議会長表彰
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の
で
す
ぐ
に
迎
え

に
来
て
く
だ
さ
い
。」
母
の
職
場
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
こ
う
い
っ
た
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

私
は
０
歳
の
頃
か
ら
保
育
園
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

通
い
始
め
て
し
ば
ら
く
は
抵
抗
力
も
弱
く
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
多

い
と
聞
き
ま
す
。
私
も
同
じ
で
し
た
。

　

毎
日
の
よ
う
に
病
院
に
掛
か
り
、
注
射
を
し
た
り
、
薬
を
処
方
し
て

も
ら
い
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　

母
か
ら
幼
い
頃
の
話
を
改
め
て
聞
い
た
と
き
に
、『
瀬
戸
市
は
、
中
学

三
年
生
ま
で
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
た
か
ら
、
助
か
っ
た
よ
。』
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
中
学

三
年
生
ま
で
医
療
費
が
か
か
ら
な
い
。
そ
の
負
担
は
誰
が
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
中
学
三
年
生
は
皆
そ
う
な
の
だ
ろ
う

か
。」
と
疑
問
に
思
い
、
自
分
な
り
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

私
が
暮
ら
す
瀬
戸
市
で
は
、「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
と
い
う
制

度
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
子
育
て
支
援
の
一
環
で
、
瀬
戸
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
中
学
三
年
生
ま
で
の
子
供
の
医
療
費
を
市
が
全
額

負
担
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
お
金
の
こ
と
を
気

に
せ
ず
に
病
院
を
受
診
で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

一
方
で
疑
問
も
あ
り
ま
す
。
受
診
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
ど
こ
か
ら

負
担
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
制
度
の
財

源
は
市
民
が
払
っ
て
い
る
税
金
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
瀬
戸

市
民
が
平
等
に
税
金
を
払
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
私
達
に
恩
恵
が
あ

り
、
今
の
生
活
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
中
に
は
税
金

を
払
い
た
く
な
い
人
だ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
払
う
こ
と
す
ら
ま
ま
な

ら
な
い
生
活
を
し
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
税
金
を

支
払
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
苦
労
し
て
支
払
わ
れ
た
税
金
で
医

療
費
が
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
大
し
た
病
気

や
怪
我
で
も
な
い
の
に
、
病
院
を
受
診
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

の
う
ち
に
と
い
う
思
い
で
必
要
以
上
の
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
中
に
も
、「
無
料
だ
か
ら
い
い
」
と
思
っ
て
い
る

自
分
が
い
て
、
自
分
の
考
え
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
病
院
を
受
診
し
た
時
の
明
細
書
を
見
て
み
る
と
、
か
な
り
の

金
額
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ

て
い
た
税
金
が
自
分
に
も
関
係
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
税
金
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
達
の
医
療
費
は
無
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
が
払
う
税
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
て
、
私
達
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私

達
は
そ
の
こ
と
を
常
に
心
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
達
の
生
活
と
税
金
は
隣
り
合
わ
せ
で
す
。
「
税
金
で
払
っ
て
ほ
し

い
」
と
か
「
税
金
だ
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
税
金
を
軽
く
考
え
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
の
大
切
さ
を
も
う
一
度
認
識
し
、
将
来
自
分

が
納
税
す
る
立
場
に
な
っ
た
と
き
に
、
し
っ
か
り
と
納
め
ら
れ
る
人
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

私
達
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
市
立
幡
山
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　
　

松　

本　
　
　

凜
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こ
の
作
品
は
、
令
和
元
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
で

国
税
庁
長
官
賞
に
輝
い
た
作
文
で
す
。

　

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
元
気
よ
く
お
客
さ
ん
に
声
を
か
け
お

店
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
の
は
、
私
の
中
学
生
の
と
き
か
ら
の
友
人

だ
。
地
元
で
安
い
と
有
名
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
営
む
祖
父
の

手
伝
い
を
休
日
に
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

そ
ん
な
友
人
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
と
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

増
税
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
。
十
月
一
日
か
ら
消
費
税
が
八
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
て

も
、
友
人
は
値
札
を
替
え
た
り
売
上
に
影
響
が
で
た
り
と
少
な
く
と

も
面
倒
く
さ
い
、
嫌
だ
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
発
言
を
す
る
と
思
っ
た
。

し
か
し
、「
こ
れ
で
日
本
の
未
来
も
安
心
だ
ね
」
と
言
っ
た
。
詳
し
く

聞
く
と
「
今
の
高
齢
者
三
経
費
、
年
金
・
医
療
・
介
護
と
呼
ば
れ
て

い
る
高
齢
者
メ
イ
ン
の
社
会
保
障
か
ら
、
社
会
保
障
四
経
費
、
年

金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
と
い
う
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
供
、
孫

の
世
代
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
増
税
す
る

か
ら
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
自
分
の
こ
と
や
目
の
前
の
こ

と
だ
け
考
え
て
払
う
お
金
が
増
え
る
の
は
嫌
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
話
を
聞
い
て
み
ん
な
の
未
来
の
た
め
に
も
増
税
は
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
が
変
わ
っ
た
。
買
い
物
を
し
て
消
費
税
を
払
う
。
当
然
な

こ
と
だ
け
ど
人
助
け
や
未
来
へ
の
投
資
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
払
う

よ
う
に
な
っ
た
ら
ま
だ
社
会
に
出
て
働
い
て
い
な
い
私
で
も
社
会
に

貢
献
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
う
れ
し
か
っ
た
。
ま
た
、
自
営
業

家
系
の
友
人
は
私
よ
り
も
増
税
で
影
響
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
未
来

の
こ
と
を
考
え
増
税
に
賛
成
な
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
何

気
な
く
見
て
い
る
値
札
や
レ
ジ
は
い
つ
の
ま
に
か
増
税
と
共
に
替
え

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
売
る
側
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
て

み
て
も
様
々
な
影
響
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
の
で
日
々
感
謝
し

て
買
い
物
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

　

私
は
友
人
の
増
税
へ
の
意
見
を
聞
い
て
増
税
は
反
対
だ
っ
た
が
賛

成
意
見
に
変
わ
っ
た
。
友
人
が
増
税
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
説
得
力
が
あ
り
、
心
が
動
い
た
。
友
人
は
幼
い
妹
や
お
店

に
来
る
幼
い
子
に
増
税
に
つ
い
て
教
え
た
こ
と
が
数
回
あ
る
と
言
っ

て
い
た
。
日
頃
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
に
興
味
を
持
ち
幼
い
子
に
教
え
て
あ

げ
る
こ
と
は
国
民
み
ん
な
で
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
っ
た
。
私
も
正
確
な
知
識
を
身
に
つ
け
た

く
さ
ん
の
人
に
増
税
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
。
今
日
も
友
人
は
店
頭
に
立
ち
元
気
に
働
い
て

い
る
。
未
来
の
た
め
に
増
税
に
賛
成
な
友
人
が
名
物
の
大
き
な
チ
キ

ン
カ
ツ
を
揚
げ
販
売
し
て
い
る
姿
は
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
る
と
確

認
し
た
。

　
　
　
　
　

 

自
営
業
家
系
の
友
人
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
県
立
東
濃
実
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
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第 36 回 法 人 会 全 国 大 会
（令和２年度税制改正提言大会）

令和元年度愛知県法人会「運営研究会」

専務理事　三浦　廣久
　令和元年12月３日(火)午後２時30分から、ホ

テルキャッスルプラザにて、令和元年度愛知県

法人会運営研究会が開催され、当会からは水野

会長、外２名が出席しました。

　「活動研究の発表」は、２年目となる津島法

人会・刈谷法人会、１年目である千種法人会・

岡崎法人会の４法人会。

　最初に津島法人会から「人が集まる交流の

輪」、サブテーマ「知って得する法人会」と題し

て、青年部会、女性部会が中心となって行なっ

てきた「ねんぐ祭」を支部、税務協力団体、税

務署、その他の団体も取り込み大きな事業に発

展させたことについて内容紹介。「税に関する絵

はがきコンクール」では、租税教室終了後の課

題として応募してもらい大きな成果が上がって

いることが紹介された。

　続いて、刈谷法人会から「部会(青年部会・女

性部会)活動の充実と本会の活性化」と題して、

部会のみならず本会の会員増強、活性化に取り

組んでいる紹介があり、会員増強策の一環とし

て作成した増強の

ぼり旗は当法人会

においても参考と

すべき点と考えら

れました。

　１年目である、

千種法人会は「法

人会の在るべき姿と事業活動」～「法人会の理

念」「行動規範」～と題して、事業活動の現

状、問題点について分析し今後の事業活動を考

えていく旨の発表。

　最後に、岡崎法人会から「地域に根付く法人

会」～支部活動と租税教育～と題して、次世代

を担う子供たちを対象とした租税教育活動を青

年部会、女性部会が積極的に取組んでいること

について発表。

　会員の減少、法人会の知名度アップ、活性化

等直面する諸問題はどの法人会も同様であり、

他法人会の活動を参考としながら、当法人会の

今後の事業活動に活かしてゆきたい。

　令和元年10月3日（木）第36回「法人会全国大会」三重大会が津市の“津市産業・スポーツセンター”

にて、全国から約1,700名の会員が参加し盛大に開催され、当法人会からは服部副会長の外３名が参加し

ました。

　第１部は「皇室と神宮」をテーマに　伊勢神宮・広報室広報課長　音羽　悟 氏の記念講演。

　続く、第２部の式典では、税制税務委員長から【本格的な事業承継税制の創設】を柱とする令和２年

度税制改正提言の内容説明、青年部会による租税教育活動の報告等が行われ、全法連副会長が「大会宣

言」を読み上げ、次回の開催地である岩手県連会長の閉会のことばで式典を終了した。

令和２年度税制改正スローガン
・経済の再生と財政健全化を目指し、歳出・歳入の一体的改革を！

・適正な負担と給付の重点化・効率化で、持続可能な社会保障制度の確立を！

・中小企業は日本経済の礎。活力向上のための税制措置拡充を！

・中小企業にとって事業承継は重要な課題。本格的な事業承継税制の創設を！

　式典終了後にはアトラクションがあり、三重

県立白子高等学校・吹奏楽部の迫力ある演奏か

ら始まり、部員の方が会場内に散らばり音楽に

合わせて踊るなど、今までにない催しが行われ

た。その後、懇親会となり、三重県の地酒や山

海の料理をいただき全日程は無事終了しました。

令和元年度愛知県法人会「運営研究会」

第 36 回 法 人 会 全 国 大 会
（令和２年度税制改正提言大会）
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青年部会　地域貢献委員会　委員長　三洋電陶㈱　 加藤　一平

法人会全国青年の集い「大分大会」に参加して

　第33回法人会　全国青年の集い「大分大会」が11

月７日（木）８日（金）に、湧き上がれ！未来を動

かす熱きパワー～「豊の国おおいた」からの第一歩

～をテーマに開催され、卒業生３名を含めた５名で

参加しました。

　７日の租税教育活動プレゼンテーションでは、全

国各地より選抜された11法人会のすばらしい取り組

みが紹介され、私たちの地域からは岡崎法人会がプ

レゼンテーションを行い、全国にしっかりと自分た

ちの活動を伝えていたと感じました。最優秀単位会

には、宮崎県都城法人会が選ばれ、税金ヒーロー

キャラクターや税金人生ゲームなど、時間とお金と

労力を掛けた活動を行っていて、瀬戸旭法人会で同

じような活動をすることは、現時点では厳しい内容

であると感じました。今年の傾向としては、野外で

行う活動より子供たちの安全を考えて室内での活動

が増えているようです。私たちも毎年、租税教育事

業として、小学生を対象とした「税金ウルトラクイ

ズ」＆「税金大声コンテスト」＆「熱気球搭乗体

験」を行っており、更にレベルアップをし、税のオ

ピニオンリーダーとして、子供たちに税の大切さを

楽しみながら、しっかりと伝えていく必要性を改め

て感じました。その後の部会長ウェルカムパー

ティーでは他の法人会青年部会部会長との情報交換

をしながら、大分のおいしい郷土料理と麦焼酎を楽

しみ、大変有意義な時間を過ごすことができました。

　８日の部会長サミットでは青年部会の活動の新た

な取り組みとなる「財政健全化のための健康経営プ

ロジェクト」～日本の未来を担う子供たちのために

～の普及のため、未来を動かす第一歩「健康経営オ

リンピック」について、をテーマに議論しました。

現在121兆円の社会保障給付費が2040年には190兆円

に達する見通しで、

その中でも医療費等

給付費は現在の50兆

円から92兆円を超え

る見通しです。薬を

ジェネリック品にす

ることにより、今よ

り１兆円以上削減で

きる見込みです。そ

こで、最初にサミッ

トに参加した全員で

保険証にジェネリッ

クシールを貼りア

ピールすることに賛

同しました。

　大会式典では、挨

拶、祝辞、前日の租税教育活動プレゼンテーション

の結果発表、表彰等が行われました。その後の記念

講演ではアン　ミカさんによる「ポジティブ志向～

健康な心と体で未来を動かす～」の演題で話され、

特に「ポジティブ脳を作るための７か条」が大切で

あるとのことで、詳しいことは本を買って読んで欲

しいとのことでした。私も更にポジティブに生きて

いこうと強く感じました。大懇親会では、大分の郷

土料理やお酒を頂きながら交流を深めました。

　毎年全国のどこかで開かれる、全国青年の集いで

は、すばらしい新たな出会いがあり、多くの情報を

得ることができます。来年、私は卒業生となり最後

の青年の集いとなりますので、島根大会での法人会

青年部会でしか味わえない充実した時間を満喫した

いです。

　令和元年11月10日（日）、瀬戸市立幡山東小学校

にて青少年租税教育事業を開催致しました。当日は

風も穏やかな晴天にめぐまれ、軽快な司会進行も手

伝って楽しく税を学べる場となりました。「税金ウ

ルトラクイズ」では身近な“税”についての知識を

楽しく学ぶことができ、「税金大声コンテスト」で

は恥らう子もいましたが、大きな声で税に関するフ

レーズを元気に読み上げており、聞いていた周りの

方々も、“税”への親近感が沸いたことと思いま

す。

　熱気球搭乗体験では、終始順調に上がり、付添い

の保護者も含め数多くの参加者の搭乗体験ができま

した。目を輝かせ嬉しそうに乗る子どもたちがとて

も印象的でした。

　事業の後には、地域の方々のご協力により、瀬戸

やきそばを頂きました。子どもたちは、とても美味

しそうに食べており、疲れた体に心まで温かくなり

ました。

　本事業を通じて、未来を担う子どもたちが税への

関心を持つきっかけとなり、地域を愛する気持ちが

深まっていくことを期待しております。

　開催にあたりまして、小学校・PTA役員・地域の

方々・バルーンクラブみなみかぜ様・ラジオサン

キュー様、そして法人会青年部並びに事務局の皆様

より、多大なるご支援を頂き、無事に開催できたこ

とを感謝いたします。ありがとうございました。

法人会全国青年の集い「大分大会」に参加して

青年部会　顧問　瀬戸チップ工業㈱　 大澤　健一
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　今年度から全法連、女性部会主催、国税庁、瀬戸市・尾張旭市教育委員会後援のもと小学６年

生を対象に「税に関する絵はがきコンクール」を実施することができました。

　開催決定後は、すでに絵はがきコンクールを経験されていらっしゃる単位会の資料や女連協情

報交換会の情報などを参考とさせていただき、手探り状態で進めてまいりました。

　夏休みの自由応募課題に含めていただき、期限までにどれだけの応募があるのだろうか？もし

かして、応募数０なんてことにならないだろうか？とやきもきしながら９月をむかえましたが、

各学校の学年担当の先生方や部会員の皆様のご協力もあり、瀬戸市・尾張旭市の10校から198通の

ご応募をいただくことができました。

　審査会では、地元で美術指導をされている江川照美先生にお願いし第一次審査で入選40点に絞

り、さらに、最終審査会では尾張瀬戸税務署長様をお迎えし最優秀賞をはじめとする入賞作品10

点を決定しました。

　子供たちの作品は、どれも個性や想像力にあふれていて審査をする私たちは感心するとともに

大変悩みました。

　入賞・入選作品の表彰は先生方のご協力をいただき、多くの学校で表彰式を行うこともできま

した。作者である子供たちに会うことができて嬉しかったです。

　これをきっかけに、より多くの小学生に“税の大切さ”や“税の役割”について知ってもらえ

るよう来年度も続けてまいります。

　税を考える週間（11/11～11/17）に併せてパルティ瀬戸３階交流広場・尾張旭市役所ロビーに

て入賞作品・応募作品の展示を開催致しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性部会会長　　鈴木　昌子



　今から、およそ二百年くらい前（江戸時代の

後期。一八〇〇年頃）のお話です。

　　　　　　　　　　◇

　中馬街道（名古屋から瀬戸を通り、品野を経

て、長野県の飯田へ抜ける道。）筋にある下品

野村は、山の高地にあるので、よそよりは寒さ

がきびしく、その年の大晦日は、村人たちをふ

るえ上がらせていました。

　街道から少し西に入った中山家では、一人暮

らしのお玉がこれから夕食のしたくにかかろう

と、古いよごれた行灯（木のわくに紙を張り、

中に油うけを置いて火をともすむかしの照明器

具。）に火をつけました。この貧しそうに見え

る台所に一つだけ目立つものがありました。そ

れは、よくみがかれて黒光りのする由緒のあり

そうな茶がまです。茶がまは火にかけられ、こ

とことと湯をたぎらせていました。

　中馬街道の中山家といえば人に知られた家で

したが、十年前に主人に死なれてからは急に貧

しくなって、その日の暮らしにもこまるほどに

なっていました。

　　　　　　　　　　◇

「こんばんわ。」

と、市場屋の手代（店ではたらく人のくらい。

番頭→手代→小ぞう）の喜蔵が入ってきまし

た。

「へっ。ごっさま。すまんこっちゃがけさの話

なあ、今夜はどうしても、何とかしてもらえん

かのう。………」

　お玉のむすこが店の見習いの旅に出かけると

きに親るいの市場屋から五両（今の二十五万円

くらい）のお金を借りていったので、それを取

りに来たのです。

　

「主人がやかましいもんで…………今日中に返

してもらわんとわたしがこまるで、たのみますわ。」

「喜蔵さ、ぶっといてすまんけど、けさもいう

とおり、わしゃあ　その日のことにもこまっと

るで、どうにもならんがな。まあ少し待っても

らうよう、だんなにたのんどくれんかん。」

「気のどくじゃが今日は暮れじゃでなあ………

わたしも、だんなに言いわけが立たんでなあ

………。

お前さんが　どうにもならんというなら何か代

わりの物をもらっていこか。」

「こんな貧乏な家に金めの物などありゃせんがな。」

　辺りを見回した喜蔵は、たぎっている茶がま

を見つけて、

「………そうじゃ、この茶がま、五両には足ら

んが、こいつをもらっていくか。」

「…………まあ喜蔵さ、これはお前さ、ご先祖

さまの大事なものじゃで………ばちがあたるわな。」

「ご先祖さまも何もありゃあせん。今のお前さ

んにはいらんもんじゃ。これをよこさっせ。」

「喜蔵さ、あんまりじゃぞな、いくら何でも

…………この大事な茶がまを持ってってみなさ

れ、ええ　わしゃあ　離しゃせんぞな、死んで

も…………」

　泣きわめきながら、ぐらぐら煮えたぎった茶

がまにしがみつくお玉に、おじけづいた喜蔵

は、手にした茶がまのふただけを持って走り出

ました。

「喜蔵さあ、ふた返せえ。ふたよこせえ

………。」

　半狂乱になって泣きわめくお玉のそばに、ふ

たをとられた茶がまが、ふつふつとたぎって、

白い湯気をもうもうと立ちのぼらせていました。

　喜蔵からくわしく話を聞いた市場屋の主人四

郎兵衛は、よくみがかれた茶がまのふたを前に

して、

「喜蔵、こりゃ、ちょっとやりすぎたなあ。」

と言いましたが、店の売り上げ勘定にいそがし

くそのまま過ぎてしまいました。

　勘定もやっと終わって、店の者たちはお年越

しのごちそうをいただくと、それぞれ自分たち

のへやへ　引き下がりました。

　広いやしきから蔵の中まですっかりそうじを

終わって、お正月の飾り付けもすませた市場屋

も、九ツ（夜の十二時）を過ぎると、朝からの

風音以外はしんと静まり返っていました。

　街道の馬市を取りしきり、酒造りと油問屋と

を兼ねた品野の市場屋といえば、中馬街道でも

有名な大店です。蔵が三戸分ぐるりと広いやし

きをとりまき、今の国道沿いの戸田国助さん宅

からココストアを経てプラット愛電館みずの

（電気屋さん）のあたりまで、西はずっと稲田

になっている所までの一構えだったというから

たいしたものです。

　八ツ（午前二時）と思われる頃、西の蔵のあ

たりからこげくさいにおいとともにパチパチと

音がしたと思うまに急に火が吹き出し、蔵は火

の海となりました。南の蔵には油が入っている

からたいへんです。あれよあれよという間に火

は燃えひろがり、さすがに広い市場屋も、母屋

（家の人たちが住んでいる建て物）からいくつ

かの蔵まで全部灰になってしまいました。それ

ばかりか、家の中に寝ていた主人の四郎兵衛も

　奥さんも　一人むすめも　召使たちも　みん

な焼け死んでだれひとりと助かりませんでした。

　街道でも有名な億万長者の市場屋もあっとい

う間に燃えひろがった火事のためにほろびてし

まいました。

　火事のあった夜ふけに　気がぬけたように

なって　市場屋の蔵のあたりをうろつくお玉を

見たという者や、はげしく燃える火の中に

「ふた返せえ。ふたよこせえ。」

と、さけぶお玉の声を聞いたという者もいたので

「つけ火だ。つけ火だ。うらみのつけ火だ。」

と、だれいうとなく村の人びとは　うわさし

あってこわがりました。

　広い焼けあとには、灰となったいくつかの白

骨の中に例の茶がまのふたをしっかりとにぎっ

ている骨もあったとか……………。

　手代の喜蔵は、自分のしたことからこんな大

事になり、半病人のような毎日でした。後悔し

てあやまりましたが、市場屋は、もう元にはも

どりません。

　品野こげても　 （品野の峠を越えることができても）

　市場屋はこげぬ （市場屋より金持ちになることは出来ない）

　こげぬ市場屋も （そんな大金持ちの市場屋も）

　火にゃこげる 　（火には燃えてしまう）

　億万長者の市場屋さえも

　燃やしゃ　一夜で　灰となる

　信州通いの馬子（荷馬車をひく人）たちは、

街道名物市場屋がほろびたことを悲しんでこの

ように歌ったということです。

　その後、旅からもどって悲しんで死んだお玉

のむすこと　お玉へのとむらいとして、喜蔵

は、小さな碑を建てました。

　市場屋やしきから国道をへだてた小高い丘の

中腹に、むかしは杉の木立などありましたが、

そこにささやかな碑が今でも残っていて、誰い

うとなく「いぼ」ができたらこの碑にお参りす

ると「ふしぎにとれる」という言い伝えが生ま

れました。「いぼ神様」といって、品野坂上か

ら窯町へぬける『やきもの小道』の途中にあ

り、みんながお参りして、お線香のけむりが　

たえません。
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　今から、およそ二百年くらい前（江戸時代の

後期。一八〇〇年頃）のお話です。

　　　　　　　　　　◇

　中馬街道（名古屋から瀬戸を通り、品野を経

て、長野県の飯田へ抜ける道。）筋にある下品

野村は、山の高地にあるので、よそよりは寒さ

がきびしく、その年の大晦日は、村人たちをふ

るえ上がらせていました。

　街道から少し西に入った中山家では、一人暮

らしのお玉がこれから夕食のしたくにかかろう

と、古いよごれた行灯（木のわくに紙を張り、

中に油うけを置いて火をともすむかしの照明器

具。）に火をつけました。この貧しそうに見え

る台所に一つだけ目立つものがありました。そ

れは、よくみがかれて黒光りのする由緒のあり

そうな茶がまです。茶がまは火にかけられ、こ

とことと湯をたぎらせていました。

　中馬街道の中山家といえば人に知られた家で

したが、十年前に主人に死なれてからは急に貧

しくなって、その日の暮らしにもこまるほどに

なっていました。

　　　　　　　　　　◇

「こんばんわ。」

と、市場屋の手代（店ではたらく人のくらい。

番頭→手代→小ぞう）の喜蔵が入ってきまし

た。

「へっ。ごっさま。すまんこっちゃがけさの話

なあ、今夜はどうしても、何とかしてもらえん

かのう。………」

　お玉のむすこが店の見習いの旅に出かけると

きに親るいの市場屋から五両（今の二十五万円

くらい）のお金を借りていったので、それを取

りに来たのです。

　

「主人がやかましいもんで…………今日中に返

してもらわんとわたしがこまるで、たのみますわ。」

「喜蔵さ、ぶっといてすまんけど、けさもいう

とおり、わしゃあ　その日のことにもこまっと

るで、どうにもならんがな。まあ少し待っても

らうよう、だんなにたのんどくれんかん。」

「気のどくじゃが今日は暮れじゃでなあ………

わたしも、だんなに言いわけが立たんでなあ
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お前さんが　どうにもならんというなら何か代

わりの物をもらっていこか。」

「こんな貧乏な家に金めの物などありゃせんがな。」

　辺りを見回した喜蔵は、たぎっている茶がま

を見つけて、

「………そうじゃ、この茶がま、五両には足ら

んが、こいつをもらっていくか。」

「…………まあ喜蔵さ、これはお前さ、ご先祖
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がまにしがみつくお玉に、おじけづいた喜蔵

は、手にした茶がまのふただけを持って走り出

ました。

「喜蔵さあ、ふた返せえ。ふたよこせえ

………。」

　半狂乱になって泣きわめくお玉のそばに、ふ

たをとられた茶がまが、ふつふつとたぎって、

白い湯気をもうもうと立ちのぼらせていました。

　喜蔵からくわしく話を聞いた市場屋の主人四

郎兵衛は、よくみがかれた茶がまのふたを前に

して、

「喜蔵、こりゃ、ちょっとやりすぎたなあ。」

と言いましたが、店の売り上げ勘定にいそがし

くそのまま過ぎてしまいました。

　勘定もやっと終わって、店の者たちはお年越

しのごちそうをいただくと、それぞれ自分たち

のへやへ　引き下がりました。

　広いやしきから蔵の中まですっかりそうじを

終わって、お正月の飾り付けもすませた市場屋

も、九ツ（夜の十二時）を過ぎると、朝からの

風音以外はしんと静まり返っていました。

　街道の馬市を取りしきり、酒造りと油問屋と

を兼ねた品野の市場屋といえば、中馬街道でも

有名な大店です。蔵が三戸分ぐるりと広いやし

きをとりまき、今の国道沿いの戸田国助さん宅

からココストアを経てプラット愛電館みずの

（電気屋さん）のあたりまで、西はずっと稲田

になっている所までの一構えだったというから

たいしたものです。

　八ツ（午前二時）と思われる頃、西の蔵のあ

たりからこげくさいにおいとともにパチパチと

音がしたと思うまに急に火が吹き出し、蔵は火

の海となりました。南の蔵には油が入っている

からたいへんです。あれよあれよという間に火

は燃えひろがり、さすがに広い市場屋も、母屋

（家の人たちが住んでいる建て物）からいくつ

かの蔵まで全部灰になってしまいました。それ

ばかりか、家の中に寝ていた主人の四郎兵衛も

　奥さんも　一人むすめも　召使たちも　みん

な焼け死んでだれひとりと助かりませんでした。

　街道でも有名な億万長者の市場屋もあっとい

う間に燃えひろがった火事のためにほろびてし

まいました。

　火事のあった夜ふけに　気がぬけたように

なって　市場屋の蔵のあたりをうろつくお玉を

見たという者や、はげしく燃える火の中に

「ふた返せえ。ふたよこせえ。」

と、さけぶお玉の声を聞いたという者もいたので

「つけ火だ。つけ火だ。うらみのつけ火だ。」

と、だれいうとなく村の人びとは　うわさし

あってこわがりました。

　広い焼けあとには、灰となったいくつかの白

骨の中に例の茶がまのふたをしっかりとにぎっ

ている骨もあったとか……………。

　手代の喜蔵は、自分のしたことからこんな大

事になり、半病人のような毎日でした。後悔し

てあやまりましたが、市場屋は、もう元にはも

どりません。

　品野こげても　 （品野の峠を越えることができても）

　市場屋はこげぬ （市場屋より金持ちになることは出来ない）

　こげぬ市場屋も （そんな大金持ちの市場屋も）

　火にゃこげる 　（火には燃えてしまう）

　億万長者の市場屋さえも

　燃やしゃ　一夜で　灰となる

　信州通いの馬子（荷馬車をひく人）たちは、

街道名物市場屋がほろびたことを悲しんでこの

ように歌ったということです。

　その後、旅からもどって悲しんで死んだお玉

のむすこと　お玉へのとむらいとして、喜蔵

は、小さな碑を建てました。

　市場屋やしきから国道をへだてた小高い丘の

中腹に、むかしは杉の木立などありましたが、

そこにささやかな碑が今でも残っていて、誰い

うとなく「いぼ」ができたらこの碑にお参りす

ると「ふしぎにとれる」という言い伝えが生ま

れました。「いぼ神様」といって、品野坂上か

ら窯町へぬける『やきもの小道』の途中にあ

り、みんながお参りして、お線香のけむりが　

たえません。

－ 19 －

いぼ神様の碑品野町３丁目にある小さなほこら。
線香の煙りやお花がたえない。

　　ちゅうま かいどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　　　　　いい だ　　　　　　　　　　　　　　　 すじ　　　　　　 しもしな

 の むら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おおみそか

　　かいどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 あんどん

　　　　あぶら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しょうめい き

 ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆいしょ

　　ちゅうま かいどう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず

　　　　 いち ば　や　　　 て だい

ばん とう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き ぞう

　　 き ぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 く

　　　　　　　 びんぼう

　　あた　　　　　　　　　　　　　 き ぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た

　　　　　　　　　　　　　　　　き ぞう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せん ぞ

　　　き ぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き ぞう

　　　き ぞう

　　はんきょうらん

　　 き ぞう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し

 ろ　べ　え

　　 き ぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんじょう

　　かんじょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし　こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　くら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かざ　　　つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　しず

　　かいどう　　うまいち　　　　　　　　　　　　　　　さけづく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅうま かいどう

　　　　　　 おおだな　　　　　　 くら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いな だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとかま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも  や

　　　　　　　　　　　　　　　はい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めしつかい

　　 や

　　　　　　　　　　　　　　　　　 おくまんちょうじゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうかい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とおげ　　こ

　　しんしゅうがよ　　　　 ま　ご　　　 に　ば　しゃ

かいどうめいぶつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かな

　　　　　　　　　　　ひ

ちゅうふく　　　　　　　　　　　　　　　　　こ だち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しな の さかうえ

　　かままち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とちゅう
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２
０
１
９
年
11
月
19
日
、
瀬
戸
東
支
部
さ
ん
と
合
同
で
企
業
施
設
見

学
会
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
行
程
は
、
岐
阜
県
郡
上
市
明
宝
地
区
に
あ
る
明
宝
特
産
物
加

工
株
式
会
社
（
明
宝
ハ
ム
）
の
工
場
見
学
と
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で

の
昼
食
、
高
山
市
内
の
町
並
み
散
策
と
い
う
内
容
で
し
た
。
明
宝
ハ
ム

と
い
う
と
、
官
幻
の
ハ
ム
寛
等
と
も
言
わ
れ
、
良
質
な
プ
レ
ス
ハ
ム
と

し
て
名
前
が
通
っ
て
い
ま
す
。
創
業
は
昭
和
28
年
。
現
在
、
母
体
を
同

じ
く
し
、
同
様
に
プ
レ
ス
ハ
ム
を
作
っ
て
い
る
、
め
ぐ
み
の
農
業
協
同

組
合
加
工
事
業
所
（
明
方
ハ
ム
）
が
有
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
見
学
先
の
明
宝
ハ
ム
生
産
工
場
は
今
年
１
月
に
、
生
産
能
力

向
上
の
為
、
約
６
億
円
か
け
て
新
工
場
が
完
成
し
て
お
り
、
そ
の
新
工

場
を
見
学
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
示
、
作
業
説
明
と
共

に
、
大
型
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
作
業
を
見
学
出
来
ま
す
。
ハ
ム
原
料
の
豚

肉
は
全
て
国
産
で
あ
り
、
７
割
が
九
州
、
３
割
が
東
海
地
方
よ
り
集
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
し
た
。
脂
分
と
赤
身
部
分
の
比
率
な
ど
は
伝

統
を
守
り
、
良
質
な
部
位
の
み
を
使
用
し
て
、
創
業
以
来
変
わ
ら
ぬ
味

を
提
供
す
る
事
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
解
体
作
業
場
で

は
、
ベ
テ
ラ
ン
作
業
者
、
新
人
作
業
者
が
交
互
に
作
業
台
に
立
ち
、
ベ

テ
ラ
ン
か
ら
新
人
へ
、
解
体
作
業
の
業
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
と
言
っ
て
も
概
し
て
若
く
、
新
人
が
長
め

の
切
れ
味
鋭
い
包
丁
を
駆
使
し
て
、
切
り
分
け
作
業
を
一
人
前
に
出
来

る
よ
う
に
な
る
に
は
１
年
程
掛
か
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
肉
は
細
切

り
さ
れ
、
塩
味
を
付
け
て
１
週
間
の
熟
成
後
、
フ
ィ
ル
ム
袋
に
密
封
。

更
に
金
型
で
成
形
さ
れ
、
２
度
の
加
熱
殺
菌
工
程
（
ボ
イ
ル
）
を
経

て
、
Ⅹ
線
、
目
視
に
よ
る
製
品
検
査
を
行
い
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
継
承
す
る
作
業
と
、
最
新
の
衛
生
的
な
設
備
を
組
み
合
わ

せ
て
、
地
元
の
伝
統
産
業
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
、
若
い
作
業
者
の

活
気
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
専
務
以
下
事
務
局
に
は
バ
ス
か
ら
道
中
の

税
金
ク
イ
ズ
、
見
学
先
の
手
配
ま
で
、
大
変
に
お
世
話
に
な
り
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
有
意
義
で
楽
し
い
見
学
会
に
な
り
ま
し

た
。

道
泉
支
部
長

　
　

富
士
石
膏
㈱

　
　
　
　
　
井
　
上
　
　
　
博

企
業
施
設
見
学
会
に
参
加
し
て
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こ
の
た
び
、
瀬
戸
旭
法
人
会
陶
商
部
会
の
部
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
法
人
会
の
理
念
で
あ
り
ま
す
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

「
企
業
の
発
展
」
「
地
域
の
振
興
」
「
国
と
社
会
に
貢
献
」
と
、
陶
商

部
会
の
目
的
に
沿
っ
た
諸
事
業
を
目
標
に
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
２
０
２
０
年
は
日
本
で
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
す
。
多
く
の
競
技
種
目
で
日
本
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
の
ス
ポ
ー
ツ
界
で
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
く
れ
た
の

が
日
本
で
初
開
催
さ
れ
た
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
」

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
な
競
技
で
は
な
か
っ
た
ラ
グ
ビ
ー

が
、
試
合
が
進
む
ご
と
に
選
手
の
怪
我
を
押
し
て
の
真
剣
な
プ
レ
ー
は

見
る
も
の
私
た
ち
に
多
く
の
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ジ
ョ
セ
フ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
発
案
で
多
国
籍
な
選
手
で
構

成
さ
れ
た
日
本
代
表
チ
ー
ム
を
「O

N
E

　

T
E
A

M

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

元
、
チ
ー
ム
が
結
束
し
一
丸
と
な
っ
て
、
勝
利
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り

準
備
を
し
て
、
ど
ん
な
強
敵
に
も
負
け
な
い
強
い
メ
ン
タ
ル
と
フ
ィ
ジ

カ
ル
を
備
え
て
試
合
の
臨
む
全
選
手
の
姿
勢
は
ま
さ
に
私
た
ち
に
そ
の

意
義
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
悲
願
の
ベ
ス
ト
８
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
初
進
出
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。
日
本
中
を
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
み
、
多
く
の
に
わ
か

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
私
も
そ
の
う
ち
の
一
人
に
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

　

激
し
い
プ
レ
ー
が
続
く
中
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し

た
が
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
吹
か
れ
た
ら
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
、
今

ま
で
厳
し
く
戦
っ
た
選
手
た
ち
が
勝
敗
を
超
え
て
お
互
い
に
称
え
あ
う

シ
ー
ン
は
ラ
グ
ビ
ー
の
理
念
の
根
幹
で
あ
り
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

観
客
も
ま
た
相
手
チ
ー
ム
の
好
プ
レ
ー
に
は
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
る

清
々
し
さ
に
も
好
感
が
持
て
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
ラ
グ
ビ
ー
の
国
内
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
が
始
ま
り
ま
す
が
、
一

時
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
ず
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
定
着
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

「O
N

E

　

T
E
A

M

」
は
昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ

の
言
葉
の
意
味
を
私
流
に
解
釈
し
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
や
グ

ル
ー
プ
で
、
み
ん
な
で
結
束
し
て
、
何
事
も
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

最
善
の
準
備
を
し
て
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
良
い
結
果
を
得
る
こ
と
の

で
き
る
術
で
あ
る
こ
と
。

　

そ
ん
な
思
い
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

陶
商
部
会
部
会
長

　
　
㈱
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　

大　

橋　

正　

之

「O
N

E
  T

E
A

M

」
に
想
う
こ
と
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小学部、中学部、高等部の知的障害のある児童生徒を対象に教育を行う特別支援学校です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成31年４月開校　　瀬戸市南山口町474



怒りの感情、鎮められるのは自分自身です
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産業カウンセラー　柏木　勇一

◆つい部下に大声を出してしまった営業リーダー

　30代後半の営業職Ａさんからの相談でし

た。経験10年以上。顧客先へ何度も足を運

び、時には接待ゴルフによって親しい関係づ

くりに奔走してきました。土日も出勤するこ

とが多く、家庭では妻や幼い子どもの相手は

あまりできていないということです。しかし

仕事への努力が実って、それなりに数字も出

し、現在のチームリーダーから管理職昇進も

噂されていました。相談の中心は「自分から

何も努力しないで、ただ指示されただけで動

いている若い後輩の態度が許せません。つい

“お前とは一緒にやれない”と声高に発言し

てしまいました。昔から切れやすいタイプで

す。このまま怒りの感情を抑えられないまま

ではまずいと思っています」という内容で

す。パワハラが問題化するケースです。それ

でもこうして相談してきたことは本人も反省

していることの表れと受けとめ、怒りは人間

の感情のひとつと説明し、怒ることはダメと

いう考えは持たないように話し合いました。

◆怒りの感情を抑えることもストレスに

　このＡさんの相談について皆さんはどう思

うでしょうか。仕事熱心で自分本位という解

釈もできるでしょう。仕事と家庭の両立とい

う観点からも問題があるかもしれません。

　ここでは怒りの感情のメカニズムと対処に

ついて考えてみました。怒りは、たくさんあ

る感情のひとつです。良い悪いではなく、怒

りも生きるためのエネルギーに繋がっていま

す。怒りの感情はエネルギーが強く、そのま

ま出すと周りの人に悪影響を与えることにな

ります。ただし、この感情に蓋をしてしまう

とストレスが強くなります。

　そんな場面で「あっ、いま自分は怒ってい

るんだ」と気づき「分かったよ。怒っている

んだ。腹が立つよ」と受けとめる“もう一人

の自分”を登場させてみませんか。それだけ

でかなり違うはずです。感情に任せた言動は

セーブされるでしょう。少し気分が落ち着い

たら冷静な考えや判断が戻ってくる可能性も

あります。

◆「なるほど」「そういう考え方もあるか」
　という受けとめ方を習慣づけよう

　アンガーマネジメントという言葉を聞いた

ことはあると思います。怒りのコントロール

に関するたくさんの本に出てきます。そして

「６秒ルール」という言葉も。これは人の怒

りの感情はピークから６秒で鎮まるという理

論が背景にあります。６秒の間に深呼吸や数

を数えることなどがお勧めです。「あっ、いま

怒っている」と気づくことで６秒が過ぎるの

を待つこともできるでしょう。

　怒りの対象から意識を遠ざける方法も怒り

のコントロールのひとつです。例えば、上司

や部下に怒りを感じた時「自分はこの人とは

次元が違う」と考えることは結構効果があり

ます。その場から離れることもいいでしょう。

　対人関係を悪化させない極意を紹介しま

す。反論したり攻撃するのではなく「それも

そうだね」と相手を柔らかく受けとめること

です。「なるほどなあ」「そういう考え方もあ

るな」などはいかがですか。自分の意見はあ

くまでも一つの考え方、他人の意見もまた一

つの見方、ととらえ、お互いに「そういうこ

とも言えるかな」という思いに達すれば上出

来です。受けとめ方をちょっとずらすことが

鍵です。ここでの結論は「怒っても状況は変

わらない」ことです。Ａさんとはこのような

話をして別れました。暗に仕事人間からの脱

却も期待して。

怒りの感情、鎮められるのは自分自身です

【筆者紹介】

柏木勇一（かしわぎ・ゆういち）

1941年生まれ。大学卒業後、新聞社勤務を経
て、現在ＥＡＰ企業でカウンセラーとして活
動。産業カウンセラー、家族相談士、交流分
析士。
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 市税の電子申告・共通納税について

　市税の電子申告・共通納税の受付を、地方税電子申告システム（ｅＬＴＡＸ：エルタックス）により行っています。

　ｅＬＴＡＸとは

　ｅＬＴＡＸとは地方税ポータルシステムの呼称で、地方税の申告及び申請・届出・納税の手続きを、

インターネットを利用して電子的に行うシステムのことです。地方公共団体で組織する「地方税共同機

構」が運営を行っています。

　電子申告できる市税

　●法人市民税（法人市民税の申告、法人設立・設置届、法人異動届）

　●個人住民税（給与支払報告書、特別徴収関係手続き）　　　●固定資産税（償却資産）

　共通納税できる市税

　●法人市民税　　　　●個人市県民税（特別徴収分、退職所得分）

　ｅＬＴＡＸの特徴

　●自宅やオフィスからインターネットを利用して簡単に手続きができます。

　●ｅＬＴＡＸを利用している複数の地方公共団体への申告・納税を一度に送信できます。

　●電子申告の専用ソフト等を利用して、申告書を簡単に作成することができます。

　●ｅＬＴＡＸに対応した市販の税務・会計ソフトで作成した申告データを利用できます。

　なお電子申告を行うためには、パソコン、電子証明書、ｅＬＴＡＸ対応ソフトウェアなどの準備と、

ｅＬＴＡＸホームページにて利用届出が必要です。

　ｅＬＴＡＸについてのお問い合わせ　

　ｅＬＴＡＸヘルプデスク　 電話番号：０５７０－０８１－４５９（受付：９時から17時まで（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く））

　ｅＬＴＡＸホームページ 　https://www.eltax.lta.go.jp

 大法人の法人市民税にかかる電子申告義務化について

　平成30年度税制改正により、大法人が行う法人市民税の申告について、ｅＬＴＡＸによる提出が義務化

されました。

　対象となる法人

　次の内国法人が対象となります。

　●事業年度開始日の時において資本金の額等が１億円を超える法人

　●相互会社、投資会社、特定目的会社

　適 用 日

　令和２年４月１日以後に開始する事業年度分から適用

 給与支払報告書の電子データによる提出義務について

　現在、基準年（前々年）に税務署へ提出すべき源泉徴収票が1,000枚以上である支払者については、市

に提出する給与支払報告書及び公的年金等支払報告書について電子データ（ｅＬＴＡＸまたは光ディスク

等）により提出することが義務付けられていますが、令和３年提出分から、基準年に税務署へ提出すべ

き源泉徴収票の提出枚数が100枚以上である支払者は、電子データによる提出を義務付けられることとな

ります。

※ 給与支払報告書の提出期限は１月31日です。お早めの提出にご協力ください。

 お問い合わせ　瀬戸市役所税務課　電話：８８－２５７１（直通） 尾張旭市役所税務課　電話：７６－８１１７（直通）
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●源泉所得税の納付→支給月の翌月10日まで　＊納期の特例適用者の１～６月分の納付→７月10日まで、同７～12月分
　の納付→１月20日まで。
●法人税・消費税等・法人事業税・法人住民税の確定申告及び納付→決算期終了後２か月以内（申告期限延長特例法人
　は消費税等を除き３か月以内）
●法人税・法人事業税・法人住民税の中間申告及び納付→前年決算期終了後８か月以内
●法人税等の中間申告及び納付（年３回の場合）→前年決算期終了後５・８・11か月以内
●相続税の申告及び納付→相続開始の日の翌日から10か月以内
※期限が休日等に該当する場合は翌日が期限となります。

2020年税のこよみ

国　税月

１

２

○源泉徴収票の本人への交付
　…１月31日まで
○法定調書の提出…１月31日まで
○給与所得者の扶養控除等申告
　書の提出…今年最初の給与の
　支払いを受ける日の前日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　３期分の納付…10日まで

○固定資産税の償却資産申告書
　の提出…１月31日まで
○給与支払報告書の提出…
　１月31日まで

●個人住民税第４期分の納付…
　10日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　４期分の納付…10日まで

○固定資産課税台帳の縦覧…
　４月１日から５月11日まで
　（土日・祝日を除く）

●印は納付　　　※令和元年10月１日以降、従来の軽自動車税は軽自動車税（種別割）に名称が変更されました。

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

地　方　税

県　税 瀬戸市 尾張旭市

●令和元年分所得税の確定申告
　及び納付…３月16日まで
○令和元年分所得税の総収入金
　額報告書の提出
○所得税確定分の延納の届出
○所得税の青色申告の承認申請
●令和元年分贈与税の申告及び
　納付…３月16日まで

●個人事業者の消費税等申告及
　び納付…３月31日まで

●所得税　振替納税…４月21日
●個人事業者の消費税　振替納
　税…４月23日

●令和元年分所得税延納分の納
　付…６月１日まで

○税務署長から令和２年分所得
　税の予定納税額の通知…６月
　中旬に送付される。

○所得税予定納税額の減額承認
　申請…７月15日まで
●所得税予定納税額第１期分の
　納付…７月31日まで

○所得税予定納税額の減額承認
　申請…11月16日まで
●所得税予定納税額第２期分の
　納付…11月30日まで

○保険料控除申告書及び配偶者
　特別控除申告書の提出…今年
　最後の給与の支払いを受ける
　日の前日まで
○給与所得者の年末調整…今年
　最後の給与の支払いをするとき

○個人事業税の申告
　　　　　　　…３月16日まで

●自動車税の納付…６月１日まで
●鉱区税の納付…６月１日まで

●個人事業税第１期分の納付…
　８月31日まで

●個人事業税第２期分の納付…
　11月30日まで

○個人住民税の申告…16日まで

○給与支払報告に係る給与所得者異動届出書の提出…異動した日の翌月10日まで

○市長から個人住民税の特別徴収税額の通知…29日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　１期分の納付…11日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　２期分の納付…11日まで

●軽自動車税（種別割）※の納付
　…10日まで

●個人住民税第１期分の納付…
　10日まで

●個人住民税第２期分の納付…
　10日まで

●個人住民税第３期分の納付…
　10日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　３期分の納付…10日まで

○固定資産税の償却資産申告書
　の提出…１月31日まで
○給与支払報告書の提出…
　１月31日まで

●個人住民税第４期分の納付…
　５日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　４期分の納付…５日まで

○固定資産課税台帳の縦覧…
　４月１日から５月７日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　１期分の納付…７日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　２期分の納付…５日まで

●軽自動車税の納付…５日まで

●個人住民税第１期分の納付…
　６日まで

●個人住民税第２期分の納付…
　５日まで

●個人住民税第３期分の納付…
　７日まで
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旭 中

品 野

水 北

陶 原

道 泉

長 根

幡 山 西

幡 山 西

そ の 他

テクノエンジニアリング㈱

㈱高島建材

㈱イチテルフーズ

(同)Studio  Innocent

(税)丸の内中央総合事務所瀬戸支店

㈱悠伸

臼井建築㈱

大和電機㈱

Jasmin

和田美奈子

髙島　裕二

岡田　大輝

西﨑圭太郎

日比野　享

井手　雄太

臼 井 将 樹

富永　龍義

田屋　弘美

建築業

建設資材の販売、運搬

飲食業

サービス業

税理士法人

建設業

建築業

電気機器製造業

サービス業（エステ）

支 部 名 法　　人　　名 代 表 者 名 職　　種

会員募集

　様々な業種の経営者と知り合い、自分とは違う分

野で活躍される方との交流は、新たな事業展開のヒ

ントをつかむチャンスです。瀬戸旭法入会では会員

を募集しています。会員の方で知り合いの法人で法

人会への加入を紹介していただける方、また会報誌

をご覧になって興味を持たれた法人の方はお気軽に

事務局へご連絡ください。

　法人会では次のような事業を行っています。

・研修事業＝税法、教養、著名人による経済等の講演

・地域社会貢献事業＝手縫い雑巾の市等への寄贈、

　新小学一年生へ「れんらく帳」の寄贈、地元コミュ

　ニティラジオ局を活用し、「学校大好き」で生徒・

　児童の魅力を紹介。

・福利厚生事業＝団体加入による優遇制度を利用し

　た大型保障保険等の各種保険の提供、大型テーマ

　パークの利用割引券

・交流事業＝各部会（青年部、女性部、税法研究、

　陶商、建設業、調査部）、支部

・情報発信・事業支援＝ＥＴＣ最適化支援サービス、

　税法改正の要望・提言、会報誌配布、税務参考資料の配布

《公益社団法人瀬戸旭法人会

　　　　　TEL 0561-84-1161　FAX 0561-84-1325》

組織委員会から一言　　　　　　　　　　　　　組織委員長　加藤　陽太郎

令和元年７月１日～令和元年12月31日　　　　　　　　　　（支部別五十音順）新会員の紹介

　新年明けましておめでとうございます。皆様に

おかれましては、つつがなく新しい年をお迎えの

こととお慶び申し上げます。

　本年も会員の皆様と共に活発な会運営に努めて

まいりますので、宜しくお願い申し上げます。

　国際情勢がますます混沌とする中、日本経済全

体は引き続き底堅い基調であると報道されていま

す。

　一方で我々中小企業は雇用・事業承継等、先行

き不透明な厳しい環境下にあり、正しい情報を入

手し、経営判断のスピードをますます加速させて

いく必要に迫られています。

　昨年施行されました消費税増税や軽減税率導入

をはじめ、税を取り巻く環境も刻々と変化する

中、企業の存続・発展には税に関しても正しい知

識をタイムリーに入手することが重要となります。

　引き続き、会員増強活動に協力いただけますよ

う、よろしくお願いいたします。

※税務署にご提出いただく、所得税、消費税及び贈与税申告書については、マイナンバーの記載が必要です。

　詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）のトップページにある「社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉」

　をクリックして、ご覧ください。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度について



登 記 事 項 等 異 動 連 絡 票 
 

平成  年  月  日 
 

公益社団法人 瀬戸旭法人会 御中 
会員名                                   

 
所在地                                   

 
下記のとおり変更がありましたので連絡いたします。 

異動日  平成  年  月  日 

異動事項 変更前 変更後 

所 在 地 〒 

 

 〒 

フ リ ガ ナ   

法 人 名  
 

 

フ リ ガ ナ   

代 表 者  
 

 

電 話 番 号    
FAX 番号   

 

資 本 金 
 

万円 万円 

業 種 目 
 
 

 

組 織 変 更   
決 算 期 月     日 月     日 

そ の 他 
(支 部 等) 

 
 
 

 

 
該当事項をご記入のうえ、瀬戸旭法人会事務局まで連絡願います。 
(公社) 瀬戸旭法人会事務局  瀬戸市見付町３８－２ 瀬戸商工会議所３階 
TEL ０５６１－８４－１１６１   FAX ０５６１－８４－１３２５ 

登 記 事 項 等 異 動 連 絡 票 
 

平成  年  月  日 
 

公益社団法人 瀬戸旭法人会 御中 
会員名                                   

 
所在地                                   

 
下記のとおり変更がありましたので連絡いたします。 

異動日  平成  年  月  日 

異動事項 変更前 変更後 

所 在 地 〒 

 

 〒 

フ リ ガ ナ   

法 人 名  
 

 

フ リ ガ ナ   

代 表 者  
 

 

電 話 番 号    
FAX 番号   

 

資 本 金 
 

万円 万円 

業 種 目 
 
 

 

組 織 変 更   
決 算 期 月     日 月     日 

そ の 他 
(支 部 等) 

 
 
 

 

 
該当事項をご記入のうえ、瀬戸旭法人会事務局まで連絡願います。 
(公社) 瀬戸旭法人会事務局  瀬戸市見付町３８－２ 瀬戸商工会議所３階 
TEL ０５６１－８４－１１６１   FAX ０５６１－８４－１３２５ 
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令和２年１月15日

公益社団法人　瀬戸旭法人会

広報委員会

瀬戸市見付町38番地の２

TEL 0561－84－1161
FAX 0561－84－1325
http://www.setoasahi-

houjinkai.org/

　会員の皆様にお願いがございます。会社の住

所・資本金・代表者等の変更がありました時

は、速やかに事務局までご連絡くださいますよ

うお願い申し上げます。届け出用紙は事務局に

ありますので、連絡いただければＦＡＸいたし

ます。

編集後記編集後記

　オリジナルテキストを見ながら各自で進めて頂き、その都度わからない事を何度でも質問して頂く“個別

指導型の出張パソコン教室”です。

　実践的ビジネス講座として、ご自身の学びたい部分を集中習得していただける様、各用途別に１日～２日

コースをご用意いたしました。複数のコースの組み合わせも可能です。

　最新のOFFICE2019にも対応、ビジネス向けツールも多彩です。新入社員研修・社員教育研修にご活用

下さい。ご自分のノートパソコンの持込も可能です。この機会にふるってご参加下さい！

 ご希望の方は事務局までFAXにてお申込み願います。

　日　時：令和２年２月13・20・27日（毎週木曜日）

　　　　　10：00～16：00（昼休憩：１時間）

　会　場：瀬戸商工会議所　301会議室

　受講料：１日コース　  6,000円

　　　　　２日　〃　　12,000円

★ご不明な点・申込ご希望の方は事務局までご連絡下さい。

TEL 0561-84-1161 / FAX 0561-84-1325
　尚、お申込後の取消しはお受けできませんのでご

了承ください。

パソコン講座のご案内（ビジネス向け）

R1.12.23 第４回広報委員会

＊受講料にはオリジナルテキスト代とお食事
　が含まれます。

＊パソコンをレンタルされる方はレンタル料
　として１日1,000円が必要です。
　（パソコン持込の場合は不要）

＊受講料は、受講日初日に集金いたします。
＊スケジュールが合わない方は高蔵寺教室で
　も受講が可能です。（２月末まで）

　　申込締切　令和２年２月７日

・・・・

　元号が令和になり、半年あまり過ぎました。会員の皆様の多くの方

は、昭和、平成、令和と三時代過ごされてきたと思います。私自身の感

想と致しましては、昭和から平成に改元した時、平成に慣れるまでかな

りの時間を要したように思われましたが、今回あっという間に令和に馴

染んだように思います。これも、適応力が増したのか、年をとった為なのか。

　ともあれ、今年2020年は、東京

オリンピックの年であります。そして

愛知県の聖火リレーがご当地から

スタートするようです。瀬戸旭地域、

また日本がより活躍出来る一年と

なりますように。（Ｍ.Ｋ）



2019-5373-1911012



瀬戸信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

十 六 銀 行

名 古 屋 銀 行

愛 知 銀 行

大垣共立銀行

あ い ち 尾 東
農業協同組合

あ い ち 尾 東
農業協同組合

十 六 銀 行

瀬戸信用金庫

中 京 銀 行

中日信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

東春信用金庫

東濃信用金庫

名 古 屋 銀 行

瀬 戸 金 融 協 会 尾張旭金融協会
(加盟金融機関) (加盟金融機関)
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